
確かな学びと豊かな心･健やかな体をはぐくむ 学校力向上プラン【学校評価計画書】 
堺 市 立 野 田 小 学 校 
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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組、★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 
（～○月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

                       

確
か
な
学
び 

教
育
課
程 

教育課程の円滑な実施 適切な教育課程（1075 時間以下）のもと，「学びのコ

ンパス」に基づく授業づくりを実践する。 

適切な授業時数で，「個別最適な学び・協働的な学び」

を推進し，85%以上の子どもが「授業がわかる」「学校に

行くのが楽しい」と回答する。 

授業等時数管

理様式 
学校教育アン
ケート 
実施状況 

2.3学期末     

  

  

学

力

向

上 

ICTを活用した「学びを進め

られる子ども」の育成 

★全教育活動を通して，カリキュラム・マネジメント

を活用した「思考力・判断力・表現力」の育成や教職

員の取り組みを共有する。 

全教員が研究授業を行い，85％の教員が「『思考力・判

断力・表現力』を向上させる取組を研修し，子どものつ

ぶやき，発言，ノート，制作物等から成果を感じ取るこ

とができる」と回答する。 

学校教育アン

ケート 

実施状況 

年度末    

 

 

 

●ICT の効果的な活用法について情報共有し，日常的

にICTを有効活用した授業を行い，学習が苦手な児童

の支援につなげる。 

ほぼ全ての教員が「ICT を授業において活用した」と回

答する。 

学校教育アン

ケート 

実施状況 

年度末     

★授業の UD 化（視覚化・焦点化・共有化）や特性理

解（アセスメント含）の視点を取り入れ，安心できる

学習環境，わかる・できる授業づくりに取り組む。 

ほぼ全ての教員が，「ユニバーサルデザインや特性につ

いて理解し，意識して指導に取り組んでいる」と回答す

る。 

学校教育アン

ケート 

実施状況 

年度末     

●主体的に考えを伝え合うことで，各教科でつけたい

資質・能力の育成を図る。 

80％以上の子どもが，「授業では，自分の考えを伝えて

いる」と回答する。 

学校教育アン

ケート 

実施状況 

年度末     

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

豊

か

な

心 

「自らを律し，自分も人も大

切にできる子ども」の育成 

●自尊感情を高め，多様性を認め合える集団を育成し

ながら子どもの変容を記録・共有し，多角的な理解に

つなげる。 

80％」の職員が「指導計画に基づくピア・ポートを実践

し，効果があった」と回答する。 

学校教育アン

ケート 

実施状況 

年度末    

 

 

 

学校生活のきまりについての意義を理解し，守る態度

の向上を図る。 

85％の教員が「各月の目標によりきまりを守る態度の向

上が見られた」と回答する。 

学校教育アン

ケート 

実施状況 

年度末     

健

や

か

な

体 

健康・安全に対する意識と体

力の向上 

学校生活全体での活動量確保や，自ら運動することの

良さを知り進んで体を動かそうとする態度を育成す

る。 

85％の教員が「活動量を保障した体育科学習や運動する

ことの楽しさ大切さを子どもたちが理解できるように

指導している」と回答する。 

学校教育アン

ケート 

実施状況 

年度末       

食育や学校検診の実施などを通して自らの健康・安全

に関心を持ち，免疫力を高めようとする意識をはぐく

む。 

85％の教員が，「病気・けがの予防や免疫力の向上につ

いて指導している」と回答する。 

学校教育アン

ケート 

実施状況 

年度末    

 

 

 

連

携 

 

発 

信 

 
 
 教育活動の発信 HP・各種通信や学級懇談会などを通して，学習活動の

様子や学校の現状を発信する。 

ほぼ全ての教員が，「何らかの手段で，教育活動の様子

を発信した」と回答する。 

学校教育アン

ケート 

実施状況 

年度末       

「確かな学び」の現状 

・落ち着いた態度できちんと話を聞くことはできるが，発表する児童には偏りがある。安心して発言できる学級づくりを

継続しながら，児童が主体的に学習に参加したくなる授業づくりや仕掛けを工夫していく。 

・令和６年度の全国学力・学習状況調査や大阪府学力調査の結果から，条件を満たして書く問題は，全国平均を大きく上

回る。国語の漢字では全国を，算数の知識・技能では府を下回る。無答率は全国・府より良好な結果である。 

・学習の土台となる読書活動については，ここ数年の取り組みで成果が上がっている。家庭学習の習慣も定着している児

童が多い。ともに今後も継続して取り組む。              

「豊かな心・健やかな体」の現状 

・素直で明るく優しい子供が多く，規範意識は育っている。 

・真面目で何事にも一生懸命取り組むが，新たなことへ挑戦する意欲や勇気を育む必要がある。学級づくりなど学校生活全

体を通して自尊感情を高めていく。 

・体育的な活動や行事には積極的に取り組むことができるが，体力は，コロナ禍以前よりもかなり低下している。体育の時

間における運動量の確保，昼休みの外遊び奨励など継続して取り組む。 

                 

令和７年度 重点目標  

〇「学びを進められる子ども」の育成  〇ICTを活用した個別最適な学びと協働的な学びの実現 

 

校長より（年度末） 学校関係者評価者から（年度末） 

（様式⑦－1 小学校・中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

自ら学びあきらめずに問題解決する子 


